
 

プログラム 

 

教育講演１                11:10-12:10 
座長：竹村佳記 （富山西総合病院麻酔科） 

 

痛みに使える漢方診療 

木村哲朗 

（浜松医科大学医学部附属病院麻酔科蘇生科） 

 

教育講演２                13:30-14:30 
座長：中島芳樹（浜松医科大学医学部麻酔・蘇生学講座） 

 

ペインクリニックから多職種チームによる痛み診療へ 

杉浦健之 

（名古屋市立大学大学院医学研究科麻酔科学・集中治療医学分野 

名古屋市立大学病院いたみセンター） 

 

教育講演３                15:50-16:50 
座長：紙谷義孝（岐阜大学大学院医学系研究科麻酔・疼痛医学分野） 

 

周術期鎮痛から始める緩和ケア 

小林充 

（聖隷三方原病院麻酔科） 

  

  



 

 

 

 

ランチョンセミナーＡ           12:20-13:20 
座長：賀来隆治（三重大学大学院医学系研究科臨床医学系講座 麻酔科学） 

共催：第一三共株式会社 

患者と共に創る慢性疼痛治療の新たな道 

加藤果林  

（京都大学医学部附属病院医療安全管理部） 

 

ランチョンセミナーＢ           12:20-13:20 
座長：高橋完（金沢医科大学麻酔科学講座） 

共催：塩野義製薬株式会社 

 

オピオイド鎮痛薬の適性と適量～何故、がんと非がんで異なるのか～ 

金井昭文 

（北里大学医学部新世紀医療開発センター横断的医療領域開発部疼痛学） 

  

スイーツセミナー             14:40-15:40 
座長：御室総一郎（浜松医科大学医学部麻酔・蘇生学講座） 

共催：丸石製薬株式会社 

CRPS の文献的考察と実臨床 

寺田和弘  

（寺田痛みのクリニック） 

  



 

一般演題Ａ ペインクリニック              10:00-11:00 

座長：鈴木興太（浜松医科大学医学部附属病院麻酔科蘇生科） 

Ａ－１  VT ストームを繰り返す重症虚血性心筋症の患者に星状神経節ブロ

ックを施行した 1 症例 

秋永泰嗣 （掛川市・袋井市病院企業団立中東遠総合医療センター麻酔科） 

Ａ－２  慢性難治性の椎間板性腰痛に対して、脊髄刺激療法が有効であった

症例 

三村真一郎 （浜名病院麻酔科（ペインクリニック）） 

Ａ－３  ペインクリニシャンが主導する産褥期の硬膜外穿刺後頭痛に対する

包括的アプローチ 

山口智子 （浜松医科大学医学部附属病院麻酔科蘇生科） 

Ａ－４  帝王切開術後の硬膜穿刺後頭痛に対して経鼻翼口蓋神経節ブロック

が有用であった 3 症例 

朝羽瞳 （焼津市立総合病院麻酔科） 

 

一般演題Ｂ ブロック                      11:10-12:10 

座長：松崎孝（三重大学医学部附属病院麻酔科） 

Ｂ－１  骨切り術後遷延痛に対して超音波ガイド下 Fascia ハイドロリリース

が著効した１例 

大塚剛史 （浜松医科大学医学部附属病院麻酔科蘇生科） 

Ｂ－２  上喉頭神経痛に対して上喉頭神経ブロックが有効であった 1 例 

西川紗由美 （岐阜大学医学部附属病院麻酔科疼痛治療科） 

Ｂ－３  前皮神経絞扼症候群に対する末梢神経ブロック治療効果の検討 

野澤広樹 （浜松医科大学医学部附属病院麻酔科蘇生科） 

Ｂ－４  ペインクリニック外来診療における初学者の実態と課題：静岡県で

の意識調査結果 

伊藤純哉 （浜松医科大学医学部附属病院麻酔科蘇生科） 

 

  



 

一般演題Ｃ 緩和                          13:30-14:30 

座長：佐藤恒久（浜松医科大学医学部麻酔・蘇生学講座） 

Ｃ－１  「がん疼痛緩和を目的とした神経ブロック実施施設一覧」から地域

による問題点を考える 

若尾佳子 （羽島市民病院麻酔科） 

Ｃ－２  悪性縦隔腫瘍の腕神経叢浸潤に対して持続斜角筋間ブロックが長期

に奏効した一例 

横山聡子 （聖隷三方原病院麻酔科） 

Ｃ－３  高用量オピオイド使用患者に対する肩甲帯離断術の麻酔経験 

高木真奈 （浜松医科大学医学部附属病院麻酔科蘇生科） 

Ｃ－４  重症虚血肢の痛みに対して坐骨神経の高周波熱凝固法を行い、良好

な鎮痛が得られた一例 

佐藤徳子 （聖隷三方原病院麻酔科） 

 

一般演題Ｄ 薬剤                          14:40-15:25 

座長：柴田純平（藤田医科大学岡崎医療センター麻酔科） 

Ｄ－１  原因不明の難治性多発関節痛に対して低用量ステロイドが有効であ

った一例 

岩田祐里 （藤田医科大学岡崎医療センター麻酔・蘇生学講座） 

Ｄ－２  レストレスレッグス症候群の灼熱感に三物黄芩湯の併用が有効であ

った１症例 

加藤利奈（名古屋市立大学大学院医学研究科麻酔科学・集中治療医学分野） 

Ｄ－３  重症薬疹のためカルバマゼピンを中止したがラモトリギンで緩解し

た三叉神経痛の１例 

桂川孝行 （磐田市立総合病院麻酔科） 

 

  



 

一般演題 E 優秀演題                     10:00-11:00 

座長：柴田康之（名古屋大学医学部附属病院手術部） 

杉山陽子（中部国際医療センター麻酔・疼痛・侵襲制御センター） 

Ｅ－１  学校生活への介入で軽快した小児慢性痛の一例 

徐民恵（名古屋市立大学大学院医学研究科麻酔科学・集中治療医学分野） 

Ｅ－２  術後硬膜外鎮痛が開胸術後症候群の治療期間に与える影響 後ろ向

き観察研究 

大嶋進史 （浜松医科大学医学部附属病院麻酔科蘇生科） 

Ｅ－３  新型コロナワクチン接種に伴う肩の障害にインターベンションと運

動療法が奏功した 1 例 

鬼頭祐子 （中部国際医療センター麻酔・疼痛・侵襲制御センター） 

Ｅ－４  難治性癌疼痛患者に内臓神経ブロックとくも膜下鎮痛法を行い，在

宅医療へつなげた一例 

河野優 （医療法人徳洲会中部徳洲会病院疼痛治療科） 

 

 


